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 地域の循環型社会形成を推進するための基本的な事項 

 対象地域 

構成市町村名 常陸大宮市，那珂市 

面    積 446.27km2 

人    口 93,513人(令和４年10月１日現在) 

 

表 1 対象地域の構成自治体，人口及び面積 

構成自治体 人口 面積 

常陸大宮市  39,526 人 348.45 km2 

那珂市  53,987 人 97.82 km2 

出典：人口 令和４年 10 月現在両市住民基本台帳                       

面積 令和５年全国都道府県市区町村別面積調（７月１日時点）（国土交通省国土地理院） 

 

 計画期間 

本計画は，令和６年４月１日から令和11年３月31日までの５年間を計画期間とし，

計画目標年度を令和11年度とする。 

なお，目標の達成状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ，必要な場合には計画を

見直すものとする。 

 

 基本的な方向 

常陸大宮市及び那珂市で構成する大宮地方環境整備組合（以下「本組合」という。）

は，茨城県の北部，県庁所在地である水戸市の北に位置し，総面積は446.27㎢で，

茨城県全域面積の7.3％を占めており，清流で知られる久慈川及び那珂川が圏域内を

流れている。 

構成市のごみ処理は，大宮地方環境整備組合環境センター（以下「環境センター」

という。）（180ｔ／日：90ｔ／日×２炉）で処理を行っているが，平成２年の稼働開始

以来33年を経過し施設の老朽化が進行していることから，老朽設備の更新を行い施設

の延命化を図ると共に，省エネ化による二酸化炭素の排出抑制を図る。 

また，構成市から排出されたペットボトル及び発泡スチロール以外のプラスチック

類は，環境センターにおいて焼却処分していることから，構成市における資源化率は

全国や県内の水準より低い状況にあるため，プラスチック類の分別収集・資源化を早

急に進める必要がある。 

これらを踏まえ，プラスチック類の資源化に向けて令和11年度にプラスチック資源

化施設を整備し，容器包装プラスチック，プラスチック使用製品廃棄物の分別収集・

処理を行い，循環型社会にふさわしい廃棄物リサイクル処理システムの構築を図る。 

なお，プラスチック資源化施設の整備に先立ち，令和８年度から住民のリサイクル

意識の醸成を図るため，容器包装プラスチックの分別収集や委託処理を開始し，ごみ

発生抑制及びプラスチック類の資源化に早急に取組む予定である。 
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 ごみ処理の広域化・施設の集約化の検討状況 

茨城県では，ごみ処理の広域化に向けた取組みを進めるため，令和４年３月に「ご

み処理広域化計画」を改定し，県内の各ブロックにおける整備計画や広域化に係る検

討事項など，市町村が広域化を進めるにあたって必要な事項を定めている。 

当該地域（常陸大宮市，那珂市）は，常陸太田市，城里町及び大子町とともに将来

的な広域化ブロック（ブロック２）に指定されており，令和24年度に新広域処理施設

の稼働を目指し，令和９年度から新広域処理施設の整備について検討する必要があ

るとしている。 

本組合では，広域化に向けた検討に基づき，ごみ焼却施設の基幹的設備改良工事

を実施する。 

 

表 2 ブロック２における広域化に向けた施設整備体制（例示） 

 
出典：茨城県ごみ処理広域化計画（令和４年３月） 

 

 プラスチック資源の分別収集及び再商品化に係る実施内容 

本組合及び構成市では，ペットボトル及び発泡スチロールを分別収集し，容器包

装リサイクル法に基づく指定法人ルートによる再商品化（ペットボトルのみ）及び民

間業者への売却を実施している。 

一方で，容器包装リサイクル法に基づく，容器包装プラスチックの分別収集は未実

施であり，ペットボトル及び発泡スチロール以外のプラスチック類は可燃ごみとして

焼却処分している。 

本組合では，令和４年４月に施行されたプラスチックに係る資源循環の促進等に

関する法律を踏まえ，構成市と連携し，容器包装プラスチック及びプラスチック使

用製品廃棄物の分別収集の早期実施に向けた取組みを進めているところである。 

分別の基準については，環境省の「プラスチック使用製品廃棄物の分別収集の手引」

等を踏まえて検討する。 

令和11年度のプラスチック資源化施設稼働後は，容器包装プラスチック及びプラス

チック使用製品廃棄物を分別・圧縮梱包した後に指定法人に引き渡し，再商品化を行

う。 
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 循環型社会形成推進のための現状と目標 

(１) 一般廃棄物等の処理の現状 

令和４年度の一般廃棄物の排出・処理状況は，図１のとおりである。 

なお，ごみ焼却施設では，焼却に伴う余熱利用として，温水の場内利用を行ってい

る。 

 

 

 

図 1 一般廃棄物の処理状況フロー 
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￤ ￤

直接資源化量 処理後再生利用量
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排出量 計画処理 中間処理量 20.1% 処理後最終処分量

31,361t 29,961t 3,861t

100% 95.5% 減量化量 12.3%

23,649t ￤

自家処理量 直接最終処分量 75.4% ￤ 最終処分量

0t ￤ 3,861t

0.0% 12.3%

134t 3,985t

31,361t
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(２) 一般廃棄物等の処理の目標 

本計画の計画期間中においては，廃棄物の減量化を含め循環型社会の実現を目指

し，表 3のとおり目標量を定め，それぞれの施策に取組んでいくものとする。 

 

表 3 減量化・再生利用に関する現状と目標 

指   標 
現 状（割合※１） 
（令和４年度） 

目 標（割合※１） 
（令和11年度） 

排出量 

事業系 総排出量 6,695 t 5,895 t (-11.9%) 

１事業所当たりの排出量※２ 1.61 t/事業所 1.39 t/事業所 (-13.7%) 

生活系 総排出量 24,666 t 21,679 t (-12.1%) 

１人当たりの排出量※３ 231.94 kg/人 221.19 kg/人 (-4.6%) 

合 計 事業系生活系排出量 31,361 t 27,574 t (-12.1%) 

再生利用量 
直接資源化量 1,400 t ( 4.5%) 1,693 t ( 6.1%) 

総資源化量 3,985 t (12.7%) 4,818 t (17.4%) 

エネルギー 
回収量 

エネルギー回収量（年間の発電電力
量及び熱利用量） 

- 
 
MWh 
GJ 

 
- 
 
MWh 
GJ 

 

最終処分量 埋立最終処分量 3,861 t (12.3%) 2,774 t (10.1%) 

※1 排出量は現状に対する増減割合，直接資源化量・埋立最終処分量は排出量に対する割合，総資源化量は排出量＋集団回収量に対

する割合 

※2 (１事業所当たりの排出量)＝｛(事業系ごみの総排出量)－(事業系ごみの資源ごみ量)｝／(事業所数) 

※3（１人当たりの排出量）＝｛（生活系ごみの総排出量）－（生活系ごみの資源ごみ量）｝／（人口） 

<<用語の定義>> 

排出量：事業系ごみ，生活系ごみを問わず，出されたごみの量(集団回収されたごみを除く)〔単位：t〕 

総資源化量：集団回収量，直接資源化量，中間処理後の再生利用量の和〔単位：t〕 

エネルギー回収量：エネルギー回収施設において発電された年間の発電電力量〔単位：MWh〕及び熱利用量〔単位：GJ〕 

最終処分量：埋立処分された量〔単位：t〕 

 

表 3 補足 構成市ごとの減量化・再生利用に関する現状と目標 

指   標 
現 状（割合） 
（令和４年度） 

目 標（割合） 
（令和11年度） 

常陸大宮市 

事業系 総排出量 3,140 t 2,765 t (-11.9%) 

１事業所当たりの排出量 1.58 t/事業所 1.39 t/事業所 (-12.0%) 

生活系 総排出量 10,290 t 9,044 t (-12.1%) 

１人当たりの排出量 194.7 kg/人 171.1 kg/人 (-12.1%) 

合 計 事業系生活系排出量 13,430 t 11,809 t (-12.1%) 

直接資源化量 615 t ( 4.6%) 744 t (6.3%) 

総資源化量 1,912 t (14.1%) 2,314 t (19.3%) 

埋立最終処分量 1,644 t (12.2%) 1,181 t (10.0%) 

那珂市 

事業系 総排出量 3,555 t 3,130 t (-12.0%) 

１事業所当たりの排出量 1.81 t/事業所 1.59 t/事業所 (-12.2%) 

生活系 総排出量 14,376 t 12,635 t (-12.1%) 

１人当たりの排出量 227.8 kg/人 200.2 kg/人 (-12.1%) 

合 計 事業系生活系排出量 17,931 t 15,765 t (-12.1%) 

直接資源化量 785 t ( 4.4%) 949 t (6.0%) 

総資源化量 2,073 t (11.6%) 2,504 t (15.9%) 

埋立最終処分量 2,217 t (12.4%) 1,593 t (10.1%) 

※端数処理により割合・合計が合わないことがある。 
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図 2 目標達成時の一般廃棄物の処理フロー 
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 施策の内容 

本組合及び構成市では，廃棄物のさらなる減量化・資源化に向けて，以下の施策を積

極的に取組むこととする。 
 

(１) 発生抑制，再使用の推進 

 有料化 
手数料について，事業系ごみは直接搬入により受付し，本組合条例に基づき直接

納入方式にて徴収している。 

生活系ごみは，構成市において有料指定袋による収集を行い，均一従量制的な徴

収をしている。 

今後は，生活系ごみについては，本組合と構成市で連携し，料金の見直しや粗大

ごみの有料化について取組みを進める。 

また，事業系ごみについては，排出抑制や資源化の推進に向け，本組合と構成

市で連携し，料金の見直しについて検討を行う。 

 

 環境教育，普及啓発，助成 
構成市は，ごみの減量化・資源化等，ごみに関する情報を広報紙やホームページ

等に掲載し，市民及び事業者の意識の高揚を図るとともに、学校や地域を対象とし

てごみの排出抑制・資源化に向けた環境教育・環境学習を積極的に行う。 

また，本組合では，構成市へのごみ処理に関する情報提供のほか，一般廃棄物や

環境問題への関心を高めるため，環境センターの施設見学を推進する。 

 

 マイバッグ運動，レジ袋対策 
令和２年７月からレジ袋が有料化されたため，レジ袋の使用量が大きく削減さ

れている。構成市は，今後もマイバッグの持参によるレジ袋の縮減の啓発等を行い，

使用量の削減を推進していく。 

また，物を購入したときに発生する包装ごみの抑制に向け，市民や事業者に

“過剰包装を望まない，行わない”を啓発するとともに，詰め替え商品や繰り返

し使えるリターナブル容器の使用を啓発する。 

 

 ごみ分別の推進 
構成市は，資源ごみの分別の徹底を推進するため，さまざまな媒体を活用し，

市民や事業者へ啓発を行っている。特に可燃ごみには多くの紙類が含まれており，

紙類の分別を推進することでごみ資源化率の向上が期待できることから，今後も

市民や事業者へ対し，資源ごみの分別徹底の周知を図る。 

また，事業者に対し，事業者のごみに含まれる資源化可能なものについて，民間

の再生事業者を活用した資源化を促進する。 

 

 再使用，再生利用の推進 
フリーマーケットやリサイクルショップ，インターネット等を活用し，不要と

なったものを必要とする人に譲る取組は，ものの形を変えずに再使用できる手法

のひとつであることから，構成市は，市民や事業者の活用を促進する。 
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また，再資源化を継続して進めていくためには，再生品の流通が必要であること

から，構成市は，市民や事業者に対し再生品の積極的な活用を促進する。 

 

(２) 処理体制 

 生活系ごみの処理体制の現状と今後 
収集運搬方式については，本組合の委託業者，構成市の委託及び許可業者とい

った現状の方式を維持することとする。今後，法律の改正，社会情勢やライフス

タイルの変化等により分別品目の追加，見直し等がある場合には，本組合と構成

市で連携し，必要に応じて収集運搬方式の見直しを行う。 

中間処理については，今後も本組合と構成市で連携し，搬入されたごみを安全

かつ衛生的に処理するほか，ごみの減量化及び資源化を推進し，最終処分量の削

減を図る。 

また，中間処理は，今後も本組合の環境センターが継続して担う。 

最終処分については，今後も本組合と構成市で連携し，環境負荷に配慮しなが

ら最終処分量の削減を図る。最終処分は，今後も組合が最終処分業者に処理を委

託する。 

 

 事業系ごみの処理体制の現状と今後 
構成市では，事業者に対して，引き続き減量化・資源化を徹底するよう啓発活

動を行うとともに，食品廃棄物の再生利用や食品ロス削減を促進していく。 

また，個人事業者の直接搬入が多いことから，本組合と構成市で連携し，搬入

前の事前予約の義務化や搬入車の追跡等について検討を行い，ごみ搬入の適正化

に努める。 

 

 一般廃棄物処理施設で併せて処理する産業廃棄物の現状と今後 
本組合では，産業廃棄物の処理は行っておらず，今後も行わない方針である。                                                                                                                             
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表 4 生活系ごみの分別区分と処理方法の現状と今後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

常陸大宮市

一次処理 二次処理 一次処理 二次処理

焼却
大宮地方環境整備組合
環境センター
【ごみ焼却施設】

・焼却灰は民間の最終処分場へ
埋立処分
・焼却灰の一部は、路盤材料とし
てリサイクル

焼却
大宮地方環境整備組合
環境センター
【ごみ焼却施設】

・焼却灰は民間の最終処分場へ
埋立処分
・焼却灰の一部は、路盤材料とし
てリサイクル

かん類 破砕・圧縮
大宮地方環境整備組合
環境センター
【粗大ごみ処理施設】

・売却 かん類 破砕・圧縮
大宮地方環境整備組合
環境センター
【粗大ごみ処理施設】

・売却

びん類
大宮地方環境整備組合
環境センター
【びん選別施設】

・選別後、容器包装リサイクル協
会へ引き渡し
・残渣（ガラスくず、陶磁器類）は
路盤材料としてリサイクル

びん類
大宮地方環境整備組合
環境センター
【びん選別施設】

・選別後、容器包装リサイクル協
会へ引き渡し
・残渣（ガラスくず、陶磁器類）は
路盤材料としてリサイクル

紙類 紙類

ペットボトル ペットボトル

発泡スチロール
容器包装プラス
チック

プラスチック使用製
品廃棄物

破砕・圧縮
大宮地方環境整備組合
環境センター
【粗大ごみ処理施設】

・処理後可燃物（残渣を含む）はご
み焼却施設で焼却処理
・不燃残渣は民間の最終処分場
で埋立処分
・小型家電は分別後、委託処理

リサイクル
大宮地方環境整備組合
環境センター
【粗大ごみ処理施設】

・乾電池、蛍光管を委託処理 リサイクル
大宮地方環境整備組合
環境センター
【粗大ごみ処理施設】

・乾電池、蛍光管を委託処理

那珂市

一次処理 二次処理 一次処理 二次処理

焼却
大宮地方環境整備組合
環境センター
【ごみ焼却施設】

・焼却灰は民間の最終処分場へ
埋立処分
・焼却灰の一部は、路盤材料とし
てリサイクル

焼却
大宮地方環境整備組合
環境センター
【ごみ焼却施設】

・焼却灰は民間の最終処分場へ
埋立処分
・焼却灰の一部は、路盤材料とし
てリサイクル

かん類 破砕・圧縮
大宮地方環境整備組合
環境センター
【粗大ごみ処理施設】

・売却 かん類 破砕・圧縮
大宮地方環境整備組合
環境センター
【粗大ごみ処理施設】

・売却

びん類
大宮地方環境整備組合
環境センター
【びん選別施設】

・選別後、容器包装リサイクル協
会へ引き渡し
・残渣（ガラスくず、陶磁器類）は
路盤材料としてリサイクル

びん類
大宮地方環境整備組合
環境センター
【びん選別施設】

・選別後、容器包装リサイクル協
会へ引き渡し
・残渣（ガラスくず、陶磁器類）は
路盤材料としてリサイクル

紙類 紙類

ペットボトル ペットボトル

発泡スチロール
容器包装プラス
チック

プラスチック使用製
品廃棄物

破砕・圧縮
大宮地方環境整備組合
環境センター
【粗大ごみ処理施設】

・処理後可燃物（残渣を含む）はご
み焼却施設で焼却処理
・不燃残渣は民間の最終処分場
で埋立処分
・小型家電は分別後、委託処理

リサイクル
大宮地方環境整備組合
環境センター
【粗大ごみ処理施設】

・乾電池、蛍光管を委託処理 リサイクル
大宮地方環境整備組合
環境センター
【粗大ごみ処理施設】

・乾電池、蛍光管を委託処理有害ごみ

大宮地方環境整備組合
環境センター
【プラスチック資源化施設】

・容器包装プラスチック、プラスチッ
ク使用製品廃棄物は容器包装リ
サイクル協会へ引き渡し

大宮地方環境整備組合
環境センター
【プラスチック資源化施設】

処理施設等

可燃ごみ

資
源
ご
み

分別区分

有害ごみ

可燃ごみ

粗大ごみ

分別区分 処理方法

大宮地方環境整備組合
環境センター
【ごみ減容施設】

現　　　状（Ｒ４年度） 今　　　後（Ｒ11年度）
処理施設等

分別区分 処理方法
処理施設等

粗大ごみ
大宮地方環境整備組合
環境センター
【粗大ごみ処理施設】

リサイクル

大宮地方環境整備組合
環境センター
【ごみ減容施設】

・紙類は一時保管後、売却
・ペットボトルは減容後、容器包装
リサイクル協会へ引き渡し及び民
間業者へ売却
・発泡スチロールは減容後、民間
業者へ売却

・紙類は一時保管後、売却
・ペットボトルは減容後、容器包装
リサイクル協会へ引き渡し及び民
間業者へ売却
・発泡スチロールは減容後、民間
業者へ売却

・処理後可燃物（残渣を含む）はご
み焼却施設で焼却処理
・不燃残渣は民間の最終処分場
で埋立処分
・小型家電は分別後、委託処理

破砕・圧縮

現　　　状（Ｒ４年度）

資
源
ご
み

有害ごみ

今　　　後（Ｒ11年度）

分別区分

有害ごみ

処理方法
処理施設等

可燃ごみ 可燃ごみ

・容器包装プラスチック、プラスチッ
ク使用製品廃棄物は容器包装リ
サイクル協会へ引き渡し

処理方法

粗大ごみ

リサイクル

粗大ごみ 破砕・圧縮
大宮地方環境整備組合
環境センター
【粗大ごみ処理施設】

・処理後可燃物（残渣を含む）はご
み焼却施設で焼却処理
・不燃残渣は民間の最終処分場
で埋立処分
・小型家電は分別後、委託処理

資
源
ご
み リサイクル

大宮地方環境整備組合
環境センター
【ごみ減容施設】

・紙類は一時保管後、売却
・ペットボトルは減容後、容器包装
リサイクル協会へ引き渡し及び民
間業者へ売却

資
源
ご
み リサイクル

大宮地方環境整備組合
環境センター
【ごみ減容施設】

・紙類は一時保管後、売却
・ペットボトルは減容後、容器包装
リサイクル協会へ引き渡し及び民
間業者へ売却



 

9 

(３) 処理施設等の整備 

「（２）処理体制」に基づく処理を行うため，表 5のとおり必要な施設整備を行う。 

 

表 5 整備する処理施設 

事業 

番号 

整備施設種類 

施設名 
事 業 名 処理能力 設置予定地 

事業期間 

(全体事業期間) 
国土強靭化 

プラ要件化 

の経過措置 

の適用事業 

1 
エネルギー回収型廃棄物処理施設 

環境センター 

環境センターごみ焼却施設

基幹的設備改良工事 
180t/日 

茨城県那珂市静

1894 番地 
R7～R10 - - 

2 
マテリアルリサイクル推進施設 

プラスチック資源化施設 

プラスチック資源化施設 

建設工事 
3.5t/日 

茨城県那珂市静

1895-1，1897 
R8～R10 - - 

（整備理由） 

事業番号1 施設の老朽化対策のための延命化及び地球温暖化対策の促進 

事業番号2 プラスチック使用製品廃棄物の分別収集及び再商品化実施のため  

 

 

(４) 施設整備に関する計画支援事業 

（３）の施設整備に先立ち，表 6のとおり計画支援事業を行う。 
 

表 6 実施する計画支援事業 

事業番号 事 業 名 事業内容 事業期間 

プラ要件化 

の経過措置 

の適用事業 

1 

環境センターごみ焼却施設 

基幹的設備改良工事発注仕様書作成

業務 

環境センターごみ焼却施設の見積設計

図書の技術審査及び発注仕様書を含む

入札図書を作成する。 

R6 - 

2 
プラスチック資源化施設整備に係る 

施設基本計画策定等業務 

プラスチック資源化施設整備に係る基

本計画を策定する。 
R6 - 

2 
プラスチック資源化施設整備に係る 

発注仕様書作成業務 

プラスチック資源化施設の見積設計図

書の技術審査及び発注仕様書を含む入

札図書を作成する。 

R7 - 
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(５) その他の施策 

その他，本組合及び構成市は，地域の循環型社会を形成するため，次の施策を実

施していく。 

 

 不法投棄対策 
構成市は，不法投棄巡回パトロールや監視活動等を行い，市民との連携による

不法投棄監視体制を強化する。 

 

 不適正処理の防止 
構成市は，ごみの野外焼却等の禁止を啓発するとともに，市民等と連携による

監視体制を強化する。 

 

 市内一斉清掃，クリーン作戦の推進 
構成市は，ごみに関する意識の高揚を図るため，市民や事業者と協働して市内

の一斉清掃，常磐自動車道側道等のクリーン作戦を実施する。 

 

 処理困難なごみへの対応 
構成市は，市で収集しないものについて，専門の処理業者や購入した店舗に処

分を依頼する旨の周知を行う。 

また，特定家庭用機器再商品化法（家電リサイクル法）の対象品目も構成市では

収集しないため，その処理方法についても周知を行う。 

 

 災害時の廃棄物処理に関する事項 
本組合及び構成市は，構成市が策定した災害廃棄物処理計画を踏まえ，災害時

に発生する廃棄物の広域的処理体制の確保を図るため，地域内及び周辺地域との

連携体制を構築する。災害が発生した場合は，構成市は，災害の規模や特徴等に応

じて，迅速に具体的な処理方法等を定める。 

また，構成市は，災害時におけるごみの排出，収集・運搬方法，仮置場の開設・

閉鎖，市内処理施設の稼動状況等，被災者（外国人を含む）やボランティア，事業

者が必要とする情報について，様々な媒体を活用して積極的に周知・広報を行う。 
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 計画のフォローアップと事後評価 

(１) 計画のフォローアップ 

毎年，計画の進捗状況を把握し，必要に応じて計画の見直しを行う。 

 

(２) 事後評価及び計画の見直し 

計画期間終了後は，処理状況の把握を行い，その結果が取りまとまった時点で，

速やかに計画の事後評価，目標達成状況の評価を行う。 

また，評価の結果を公表するとともに，評価結果を次期計画策定に反映させるも

のとする。 

なお，計画の進捗状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ，必要に応じ計画を見直

すものとする。 

 

  



 

 

1
2
 

 

 

 
 

１　地域の概要

（１）地域名 （２）地域内人口 （３）地域面積

（４）構成市町村等名 （５）地域の要件*

２　一般廃棄物の減量化，再生利用の現状と目標

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

6,763 6,802 7,121 6,601 6,827 6,695 5,895 （R4比 -11.9% )

1.78 1.76 1.81 1.64 1.67 1.61 1.39 （R4比 -13.6% )

24,770 25,056 25,744 26,199 25,377 24,666 21,679 （R4比 -12.1% )

220.35 224.89 235.20 239.65 235.51 231.94 221.19 （R4比 -4.6% )

31,533 31,858 32,865 32,800 32,204 31,361 27,574 （R4比 -12.1% )

0 0 0 0 0 1,400 1,693

(0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (0.0%) (4.5%) (6.1%)

4,303 4,081 3,292 3,530 3,307 3,985 4,818

(13.4%) (12.7%) (9.9%) (10.7%) (10.2%) (12.7%) (17.4%)

4,002 4,166 4,992 4,625 5,149 3,861 2,774

(12.7%) (13.1%) (15.2%) (14.1%) (16.0%) (12.3%) (10.1%)

一般廃棄物処理計画と目標値が異なる場合に，地域計画と一般廃棄物処理計画との整合性に配慮した内容

直接資源化量（トン）

最終処分量 埋立最終処分量（トン）

循環型社会形成推進交付金等事業実施計画　総括表１

常陸大宮・那珂地域

常陸大宮市，那珂市

（６）構成市町村に一部事務組合等が
含まれる場合，当該組合の状況

（年間の発電電力量　MWH）

本計画では常陸大宮市の目標値について，常陸大宮市一般廃棄物処理基本計画を引用せず，国の目標値から推計を行っているため，今後常陸大宮市において一般廃棄物基本計画を
修正する際，本計画の数値を引用し，再推計を行う。

合計     事業系生活系の総排出量合計（トン）

事業系　総排出量（トン）

　　　　　　1事業所当たりの排出量（トン/事業所）

生活系　総排出量（トン）

※1　別添資料として指標と人口等の要因に関するトレンドグラフを添付する。

エネルギー回収量

令和11年度

*交付要綱で定める交付対象となる要件のうち，該当する項目全てに○を付ける。

指標・単位　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年
過去の状況・現状（排出量等に対する割合）

　　　　　　1人当たりの排出量（ｋｇ/人）

- -

排出量

446.27㎢

エネルギー回収量
（年間の熱利用量　GJ）

・組合を構成する市町村：常陸大宮市，那珂市 ・設立（予定）年月日：昭和36年１月10日設立

人口　面積　沖縄　離島　奄美　豪雪，山村　半島　過疎　その他

目　標

総資源化量（トン）

93,513人
（令和４年10月1日現在）

再生利用量



 

 

1
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３　一般廃棄物処理施設の現況と更新、廃止、新設の予定

（１）現有施設リスト

施設種別 施設名 事業主体
型式及び
処理方式

処理能力
（単位）

竣工年月
廃止又は休止
（予定）年月

解体（予定）年月

ごみ焼却施設
環境センター
ごみ焼却施設

大宮地方環境整備組合
全連続燃焼式
ストーカ炉

180ｔ/日 H2.3 － 未定

粗大ごみ処理施設
環境センター

粗大ごみ処理施設
大宮地方環境整備組合 破砕・圧縮 35ｔ/5h H2.10 － 未定

ごみ減容施設
環境センター
ごみ減容施設

大宮地方環境整備組合 保管・圧縮 － H11.2 － 未定

びん選別施設
環境センター
びん選別施設

大宮地方環境整備組合 選別 － H14.3 － 未定

し尿処理施設
衛生センター
し尿処理施設

大宮地方環境整備組合
標準脱窒素
処理方式

97ｋｌ/日
S56.3

（H31.3基幹工事）
－ 未定

（２）更新（改良）・新設施設リスト

施設種別 施設名 事業主体
型式及び
処理方式

処理能力
（単位）

竣工予定年月
更新（改良）・
新設理由

廃焼却施設解体の
有無

（解体施設の名称）

廃焼却施設
解体事業

着手（予定）年月
完了（予定）年月

想定される浸水深と対策

プラスチック再
商品化を実施
するための施
設整備事業

備考

ごみ焼却施設
環境センター
ごみ焼却施設

大宮地方環境整備組合
全連続燃焼式
ストーカ炉

180ｔ/日 R10.5
施設の延命化及び

CO2排出量削減のた

めの基幹的設備改良
無 － 浸水深0m －

リサイクルセンター
環境センター

プラスチック資源化施設
大宮地方環境整備組合

破砕・保管・
選別・圧縮梱包

3.5ｔ/日 R11.2

容器包装プラスチック
及びプラスチック使用
製品廃棄物の資源化
促進ならびに、焼却
処理量及び最終処分
量の削減に資する施
設の整備

無 － 浸水深0m ○

浸水深0m

備考想定される浸水深と対策

浸水深0m

浸水深0m

浸水深0m

浸水深0m
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単位 開始 終了
令和

６年度

令和

７年度

令和

８年度

令和

９年度

令和

１０年度

令和

６年度

令和

７年度

令和

８年度

令和

９年度

令和

１０年度

6,032,000 303,000 2,200,000 2,200,000 1,329,000 4 ,968,000 249,000 1,800,000 1,800,000 1,119,000

1
大宮地方環
境整備組合

180 t/日 R7 R10 6,032,000 303,000 2,200,000 2,200,000 1,329,000 4,968,000 249,000 1,800,000 1,800,000 1,119,000

905,000 0 0 92,000 129,000 684,000 855,000 0 0 42,000 129,000 684,000

2
大宮地方環
境整備組合

3.5 t/日 R8 R10 905,000 92,000 129,000 684,000 855,000 42,000 129,000 684,000

18,000 9 ,000 9,000 0 0 0 18,000 9 ,000 9,000 0 0 0

1
大宮地方環
境整備組合

R6 R6 9,000 9,000 9,000 9,000

2
大宮地方環
境整備組合

R7 R7 9,000 9,000 9,000 9,000

6,955,000 9 ,000 312,000 2,292,000 2,329,000 2,013,000 5 ,841,000 9 ,000 258,000 1,842,000 1,929,000 1,803,000

循環型社会形成推進交付金等事業実施計画総括表２

事　業　種　別 事業
番号
※１

事業主体
名　　　称

※２

規　模
事業期間

※５
総事業費（千円） 交付対象事業費（千円）

備　　考

○施設整備に関する計画支援事業

事　業　名　称

合     　　計

環境センターごみ焼却施設基幹的設備
改良工事に係る発注仕様書作成業務

○エネルギー回収型廃棄物処理施設に
関する事業

環境センターごみ焼却施設基幹的設備
改良工事

プラスチック資源化施設整備に係る発
注仕様書作成業務

○マテリアルリサイクル推進施設に関す
る事業

プラスチック資源化施設建設工事
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 【参考資料様式１】 

施設概要（マテリアルリサイクル施設系） 
 

都道府県名 茨城県  
 

(1) 事業主体名    大宮地方環境整備組合 

(2) 施設名称 プラスチック資源化施設 

(3) 工期 ※1 令和８年度 ～ 令和 10 年度 

(4) 施設規模  処理能力 3.5ｔ／日（５ｈ） 

(5) 処理方式 破砕・保管・選別・圧縮梱包方式 

(6) 地域計画内の役割 
  ※2 

容器包装プラスチック及びプラスチック使用製品廃棄物の処理を行

う施設を新たに整備することで，プラスチック類の分別収集を促進

するとともに，焼却処理量及び最終処分量の削減，資源化量の向上に

寄与する。 

(7) 廃焼却施設解体工
事の有無 

  有   無 

 
 「ストックヤード」を整備する場合 

(8) ストック対象物 容器包装プラスチック，プラスチック使用製品廃棄物 

 
 「容器包装リサイクル推進施設」を整備する場合 

(9) 容器包装リサイク  
ル推進施設の内訳  

 

 
                                                                                                 
 「灰溶融施設」を整備する場合                                                                   
(10) スラグの利用計画  

                                                                                                 
 

(11)総事業計画額 ※1 
905,000 千円 

うち，交付対象事業費 855,000 千円 

 

※1 事業が複数の地域計画にまたがる場合，本地域計画期間内の工期，金額を記載し，全体の工期，金額

を括弧書きすること。 

※2 基幹的設備改良事業を実施する場合は，二酸化炭素の削減率を記載すること。 
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 【参考資料様式２】 

施設概要（エネルギー回収施設系）  

 

都道府県名 茨城県  

 

(1) 事業主体名    大宮地方環境整備組合 

(2) 施設名称 環境センターごみ焼却施設 

(3) 工期 ※1  令和７年度 ～ 令和 10 年度 

(4) 施設規模  処理能力 180ｔ／日（90ｔ／日×２炉） 

(5) 形式及び処理方式 全連続燃焼式ストーカ炉 

(6) 余熱利用の計画 

 １．発電の有無    有（発電効率  ％） ・ 無 

 ２．熱回収の有無      有（熱利用率  ％） ・ 無 

温水利用   

(7) 地域計画内の役割 

  ※2 

老朽化が懸念される環境センターごみ焼却施設では，長寿命化総合

計画に基づいた基幹的設備改良工事を行うことで，施設の延命化を

図るとともに，省エネルギー化により，施設稼働に伴う二酸化炭素排

出量を３％以上削減する。 

(8) 廃焼却施設解体 

   工事の有無 
  有   無 

 

 「ごみ燃料化施設」を整備する場合 

(9) 燃料の利用計画  

 

 「メタンガス化施設」を整備する場合 

(10) バイオガス 

   熱利用率 
 

(11) バイオガスの 

利用計画 

 

 

 

(12) 総 事 業 計 画 額 

※2 

6,032,000 千円 

うち，交付対象事業費 4,968,000 千円 

 

※1 事業が複数の地域計画にまたがる場合，本地域計画期間内の工期，金額を記載し，全体の工期，金額

を括弧書きすること。 

※2 基幹的設備改良事業を実施する場合は，二酸化炭素の削減率を記載すること。 

また，二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金を活用する場合は，廃棄物処理施設で生じた熱や発

電した電力を地域でどう利活用するかについても記載すること。 
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【参考資料様式８】 

計 画 支 援 概 要  

 

都道府県名 茨城県  

 

(1) 事業主体名 大宮地方環境整備組合 

(2) 事業目的 プラスチック資源化施設建設工事に資するため 

(3) 事業名称 プラスチック資源化施設整備に係る発注仕様書作成業務 

(4) 事業期間 令和７年度 ～ 令和７年度 

(5) 事業概要 
プラスチック資源化施設建設工事に係る，見積設計図書の技術審査及び発注仕

様書を含む入札図書を作成するもの。 

 

(6) 総事業計画

額 ※1 

9,000 千円 

うち，交付対象事業費  9,000 千円 

 

※1 事業が複数の地域計画にまたがる場合，本地域計画期間内の工期，金額を記載し，全体の工期，金額

を括弧書きすること。 
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【参考資料様式８】 

計 画 支 援 概 要  

 

都道府県名 茨城県  

 

(1) 事業主体名 大宮地方環境整備組合 

(2) 事業目的 環境センターごみ焼却施設基幹的設備改良工事に資するため 

(3) 事業名称 環境センターごみ焼却施設基幹的設備改良工事に係る発注仕様書作成業務 

(4) 事業期間 令和６年度 ～ 令和６年度 

(5) 事業概要 
環境センターごみ焼却施設基幹的設備改良工事に係る，見積設計図書の技術審

査及び発注仕様書を含む工事入札図書を作成するもの。 

 

(6) 総事業計画

額 ※1 

9,000 千円 

うち，交付対象事業費  9,000 千円 

 

※1 事業が複数の地域計画にまたがる場合，本地域計画期間内の工期，金額を記載し，全体の工期，金額

を括弧書きすること。 
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(添付資料) 

 対象地域図 

 

 

図 3 対象地域図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

常陸大宮市 

那珂市 
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 計画開始前過去５年から目標年度までの推移 

 人口及び事業所数 

 

出典：H30～R４年度 構成市公表人口（10 月１日現在）   

R５～R11 年度 経済ｾﾝｻｽ(H24,H26,R1 年度)の実績から推計 

図 4 人口及び事業所数 

 

 事業系ごみ排出量 

 
出典：H30～R４年度 一般廃棄物処理実態調査結果(環境省) 

R５～R11 年度 那珂市ごみ処理基本計画 ほか 

図 5 事業系ごみ排出量 
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 生活系ごみ排出量 

 

出典：H30～R４年度 一般廃棄物処理実態調査結果(環境省) 

R５～R11 年度 那珂市ごみ処理基本計画 ほか 

図 6 生活系ごみ排出量 

 

 総資源化量及び再生利用率 

 

出典：H30～R４年度 一般廃棄物処理実態調査結果(環境省) 

R５～R11 年度 那珂市ごみ処理基本計画 ほか 

図 7 総資源化量及び再生利用率 
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 最終処分量 

 

出典：H30～R４年度 一般廃棄物処理実態調査結果(環境省) 

R５～R11 年度 那珂市ごみ処理基本計画 ほか 

図 8 最終処分量 
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 地域内の施設の現状と予定（位置図） 

 

 

図 9 地域内の施設位置図 
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表 7 現有施設の概要（ごみ焼却施設） 

所在地 茨城県那珂市静 1894 番地 

竣工 
平成２年３月 

※排ガス高度処理設備及び飛灰処理分離設備（平成 15 年 2 月竣工） 

処理対象物 燃えるごみ 

処理能力 180t／24h（90ｔ／24h×２炉） 

炉形式 ストーカ式（全連続） 

 

表 8 現有施設の概要（粗大ごみ処理施設） 

所在地 茨城県那珂市静 1894 番地 

竣工 平成２年 10 月 

処理対象物 資源ごみ，有害ごみ，粗大ごみ 

処理能力 35t/５h 

処理方式 破砕，圧縮併用式 

 

表 9 現有施設の概要（ごみ減容施設） 

所在地 茨城県那珂市静 1894 番地 

竣工 平成 11 年２月 

処理対象物 ペットボトル，発泡スチロール 

処理方式 保管，圧縮 

 

表 10 現有施設の概要（びん選別施設） 

所在地 茨城県那珂市静 1894 番地 

竣工 平成 14 年３月 

処理対象物 ビン 

処理方式 選別 

 

表 11 現有施設の概要（し尿処理施設） 

所在地 茨城県常陸大宮市小野 2090 番地の 1 

竣工 昭和 56 年３月（基幹工事：平成 31 年３月） 

処理対象物 し尿，浄化槽汚泥 

処理能力 97kl/日 

処理方式 標準脱窒素処理方式 
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 現有及び新設予定の廃棄物処理施設が所在する地域のハザードマップ 

 

 

出典：那珂市防災マップ（令和４年 10 月）瓜連地区周辺図 

図 10  現有及び新設予定施設周辺のハザードマップ 
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